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フンボルトとリッター
　手塚　章
　私の研究分野（人文地理学）と図書館資料の関

係について，が与えられたテーマであるが，以下

では筑波大学附属図書館とのごく個人的な係わり

を中心に述べてみたい。

　表題にかかげた２人は，１８世紀末から１９世紀の

前半にかけて活躍した著名な地理学者であり，「近

代地理学の父」として現在もよく紹介される。彼

らがいかに有名かは，没後百年の１９５９年に日本地

理学会・東京地学協会主催の「フンボルト・リッ

ター１００年祭」が行われたことに表れている。外

国人地理学者に対して，この種の催しは２人以外

に考えづらい。

　もっとも，フンボルトについていえば，単に地
フンボルト「アンデスとその
理学者と呼ぶわけにはいくまい。彼は何よりもま

ず博物学者であり，またドイツを代表する大旅行

家であった。また，フンボルト財団の招へいでド

イツに滞在した数多くの研究者にとって，フンボ

ルトが地理学と係わっていたことなど，恐らく想

像の彼方であろう。

　地理学の世界でそれほど有名であったにもかかわ

らず，私と２人との付き合いは古くない。きっかけ

は１９８４年に図書館の大型コレクションとしてフンボ

ルトの「新大陸における熱帯諸地域への旅行（全３０

巻）」（復刻版）（����������	
���
��������������；
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���������）�〔４５０．�９５５��９８〕が購入されたことで
付近の自然図」（１８０８年）
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ある。命じられてその申請書を作成した私として

は，５階の大型書架に豪華本が並べられるや，何

度も足を運んだものである。

　それまで「地理学史」の講義で聞かされてはい

たが，ちょっと古すぎると思ったせいか，ほとん

ど関心を持たなかったフンボルトが，急に身近な

存在になった。読んでみると，なかなか面白いし

現代に通じる箇所も多い。ちょうど当時は，地理

学方法論の古典を系統的に読み直す作業をしてい

るところであった。そこで，検討対象の時代をほ

ぼ百年さかのぼって１８世紀末からとし，フンボル

ト（と必然的にリッター）の文献を集めだしたわ

けである。

　その成果が１９９１年に刊行した『地理学の古典』

であるが，内容の３分の１をフンボルトとリッ

ターに割り当てた。成立過程からいえば，いわば

付加的な部分といえる。しかし，反響が大きかっ

たのは，むしろこの部分で，とくにフンボルトに

ついては多くの方々からお褒めの言葉をいただい

た。日本に多くのフンボルト・ファンがいること

を再認識したしだいである。

　たしかにフンボルトの文章は，現代人にも十分

に面白い。彼のもう一つの代表作である「コスモ

ス」は，発売と同時に書店に列ができたという伝

説があり，ベストセラー化した世界初の科学書と

いわれている。いってみれば偶然にフンボルトと

出会った私であるが，それからというもの折りに

触れてはその著作に読みふけった。

　『地理学の古典』ではフンボルトの地理学方法論

に焦点をあてたが，著作家としての彼の本領がそ

こにあるわけではない。むしろ，おびただしく残

された文章のうち，方法論的な考察はごくわずか

なものである。フンボルトの魅力は，フィールド

ワークに基づく景観や地域社会の具体的な記述に

ある。こうした観点から編纂したのが『続地理学

の古典：フンボルトの世界』で，その中心をなし

ているのは１７９９～１８０４年に行われた熱帯アメリカ

旅行である。そこでは，中央図書館に並んでいる

３０巻本を十二分に活用させていただいた。

　したがって，ことフンボルトについては，その
原典の多くが筑波大学の図書館に所蔵されてい

る。「コスモス（全５巻）」（������）も一部欠け

てはいるが，主要な部分を見ることができる。ま

た『続地理学の古典』にその一部を収録した名著

「自然の姿」も，中央図書館で見ることができる。も

ちろん，重要な文献で欠けているものも多く，国

会図書館や他大学の所蔵文献で補う必要がある。

しかし，フンボルト関連文献の充実度からいえば，

筑波大学はおそらく日本一ではないかと思う。

　他方，リッターに関しては，事情が多少こみいっ

ている。結局のところ，『地理学の古典』に収録し

た文章の原典は，筑波大学の図書館ではなく国会

図書館で入手した。また，リッターを代表する大

著「地理学（全１９巻）」（��������）にしても，筑

波大学には飛び飛びに数冊あるだけで，全貌をう

かがうには程遠い。東京大学と京都大学の地理学

教室がこの膨大な著作をほぼ完全なかたちで所蔵

するのに対して，はなはだ見劣りがする。

　先輩にいわせると，かつての東京教育大学では，

きちんと揃っていたそうである。筑波移転のどさく

さに紛れて，他の貴重図書とともに多くが行方不明

になったという説明であった。もっとも，学部学生

時代を東京教育大学ですごした経験でいうと，地理

学教室の図書室でそれらを目にした記憶がない。当

時から現物はあちらこちらの研究室，あるいは教官

（もと教官）の書斎に散らばっていたのではないか。

移転にさいして，それが表面化したのが事の真相で

はなかったろうかと思っている。

　現在でも図書の紛失はあるだろうが，移転前と

は比べものになるまい。自由に利用でき，きちん

と管理するという点で，現行のシステムはなかな

か優れている。難をいえば，東京教育大学からの

移送図書がまだ別扱いで，中央図書館の１階に

眠っていることである。新旧の蔵書が統合されれ

ば，単なる足し算以上の効果を発揮するであろう。

　以上，フンボルトとリッターにからめて，図書

館と私とのささやかな接触を述べた。もちろん，

地理学の分野として，これはいささか異例の部類

に属するであろう。

　通常の研究プロセスにおいて，最も一般的に使
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われる図書館資料は国際学術雑誌である。現在，

筑波大学が購入している地理学関係の学術雑誌

は，その質と量からいって日本最高のレベルにあ

る。筑波大学は，地理学分野における日本最大の

研究センターであり，本学で育ち全国各地に散っ

た地理学研究者が最新の文献を求めて中央図書館

詣でをすることもまれではない。

　しかし，同時に，東京高師・文理科大学からの

伝統を引き継ぐ筑波大学には，過去の貴重な文献

資料が眠っている。引っ越しにともなう多少の散
シリーズ・電子ジャーナル（２）

　電子ジャーナルの導入を
逸はあるが，その遺産は地理学分野に関するかぎ

り，東京大学・京都大学の両地理学教室図書室と

ともに，日本３大蔵書の名にあたいしよう。『地理

学の古典』は韓国語版が出され，『続地理学の古典』

についても近く刊行の予定であるが，その準備に

あたられた韓国の地理学研究者が来日されたお

り，中央図書館で当該の原典にじかに接していた

だいた。それは，筑波大学にいるわれわれが，非

常にめぐまれた環境にいることを再認識させてく

れる機会でもあった。　　　

　（てづか・あきら　地球科学系�教授）
めぐって

　９月から，��エルゼビア社の��－２１プロジェク

トへの参加に伴い，筑波大学においても本格的な

電子ジャーナルのサービスが始まりました。電子

ジャーナルへの取り組みは，急速に進んでいるの

ですが，今回は，電子ジャーナルの現況とわが国

の大学における電子ジャーナル導入を巡る状況に

ついて，見ることにします。

電子ジャーナル・サービスの現況

　今のようなインターネット上で学術雑誌が読め

る電子ジャーナルの登場は，１９９２年１０月のＯＣＬＣ

による　��������	�　��������　������　が最初と

されています。当初は，冊子体の存在しない，オ

ンラインのみのものが中心でした。その後，エル

ゼビア社のＴＵＬＩＰ実験計画の成果を踏まえ，

学術出版社系を中心に冊子体の存在するものを電

子化して提供する形態が増加し，現在ではこちら

が主流になっています。米国で「電子ジャーナル

の年」とされている１９９６年には，各社の電子ジャー

ナルが相次いで提供され，実験段階から大きく実

用段階に踏み込んでいます。

　代表的なサービスとしては，学術出版社系では，

エルゼビア社の　�������������及びＥＥＳ，アカ

デミック・プレス社のＩＤＥＡＬ，シュプリン
ガー・フェアラーク社のＬＩＮＫ，ワイリー社の

������������，他にオックスフォード大学出版局，

ブラックウェル社などのサービスも知られていま

す。

　学協会系では，米国化学会（ＡＣＳ），米国物理

学協会（ＡＩＰ），米国電気・電子技術者協会

（ＩＥＥＥ），英国王立化学会（ＲＳＣ），英国物理

学協会（ＩＯＰ），英国電気技術者協会（ＩＥＥ）

などの大手が積極的に取り組んでいます。なお，

ＩＯＰの刊行する３５誌については，今年の秋口か

ら，文部省学術情報センターがナショナル・サイ

トとなり，わが国の学術研究機関に無料提供（各

機関の雑誌講読の有無にかかわらず）されること

が決まっています。

　さらに，スエッツ社の��������，　ＯＣＬＣの

��������	�　����������	　������，オーヴィド社の

����������	
��，シルバープラッター社の������

������（ＥＲＬの拡張版）などのように複数の出

版社の電子ジャーナルを包括的に提供するアグリ

ゲーター・サービスというのもあります。

　わが国では，学術情報センターが日本の学協会

誌のフルテキストを提供する電子図書館サービス

を１９９７年４月から始めています。　３００タイトルに

及ぶ学協会誌を提供しています。また，日本化学
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会，日本生化学会，日本物理学会などの大手学会

では独自にもサービスしています。

　どのくらい電子ジャーナルが出ているのか，正

確な数字は把握できかねますが，一説には１万数

千タイトルと推定されています。ちなみに，北海

道大学の図書館職員有志で作成しているオンライ

ンジャーナル・リンク集（http://ambitious.lib.

hokudai.ac.jp/online  journal/）には約８千タイト

ルが採録されています。世界のカレントな学術雑

誌は約４～５万タイトルと言われていますから，

その四分の一から五分の一程度を電子的に読むこ

とができる状況が生まれているということです。

わが国の大学での導入状況

　このような電子ジャーナル・サービスの進展に

対して，わが国の大学図書館はどのように取り組

んでいるのでしょうか。

　１９９６年１２月に実施された国立大学図書館協議会

（加盟館　１００校）の調査結果では，電子ジャーナ

ルの導入館は予定を含めても１５％でした。しか

し，１９９８年１０月に行われた学術情報センターの調

査では，「冊子体の定期講読によりアクセス資格を

持つものを導入している」という設問に５０％以上

の図書館が○をつけています。また，今年の８月

に実施された電子ジャーナル検討ワーキンググ

ループのエルゼビア社のＳＤ－２１に限定した導入

状況調査では，回答のあった６２館中４１館（６６％）

が導入済か導入予定で，残りは検討中でした。こ

うした一連の調査結果から，国立大学において急

速に電子ジャーナルの導入が始まっていることが

推測されます。

　とはいえこれらの数字を以て，わが国の大学図

書館においても，電子ジャーナルの導入が本格化

していると判断するのは早計でしょう。たとえば，

冊子体の講読契約とは別個に電子ジャーナルを購

入するケースや，冊子体の講読価格にプラスアル

ファして電子ジャーナルを導入するというケース

は，引き続き低率のまま（前述の学術情報センター

の調査では１５％程度）だからです。

　つまり，冊子体の無料付加サービスには対応で

きているものの，電子ジャーナルを単独で扱う

ケースは，国立大学の会計制度上の問題もあり，

導入契約を結ぶまでに至っていないのが現状で

す。もちろん，契約だけの問題ではありません。

導入のための新たな経費をどう手当てするか，過

去分の保存問題にどう対応するか，文献複写など

の図書館協力（ＩＬＬ）の問題はどうなるかなど

の課題がたくさん存在するのです。

　電子ジャーナルの導入問題は，個別の図書館で

対応するにはあまりにも課題が多く解決困難であ

り，組織横断的に検討すべきであるというのは，

全国の大学図書館の共通認識でしたから，本年５

月，国立大学図書館協議会に電子ジャーナル検討

ワーキンググループ（関東・東京地区担当）が設

置され，集中的に検討されることになりました。

　電子ジャーナル検討ワーキンググループでは，

先ず，緊急を要し，かつ複雑な契約内容をもった

エルゼビア社のＳＤ－２１プロジェクトの問題に取

り組み，各大学の導入の参考となる具体的な提案

をしています。

　また，アカデミックプレス社やワイリー社など

の具体的な提案を参考に，経費モデルの検討や

ＩＬＬへの影響などの調査を実施しながら，電子

ジャーナルの利用に係わるコンソーシアムの可能

性について検討を行っています。

　さらに，国立大学においては最大の課題である

電子ジャーナルの導入契約の標準的なモデル作り

にも取り組んでいます。

　電子ジャーナルという新しい情報サービスが，

利用者に対する福音であるとすれば，図書館はそ

の導入に対し積極的でなければなりません。難し

い課題を抱えてはおりますが，ひとり筑波大学図

書館だけでなく，全国の大学図書館の知恵を結集

して，早急に解決を図りたいと思います。�

 -  
    

http://ambitious.lib.hokudai.ac.jp/online_journal
http://ambitious.lib.hokudai.ac.jp/online_journal
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SD- ２１の利用について

��������	

　この９月から本運用が開始された���２１

（�������������	２１）は，エルゼビア・サイエンス

社が提供する電子ジャーナルサービスです。本学

で購読している雑誌３６２タイトルの抄録と全文が

無制限で利用できるほか，購読していない雑誌に

ついては抄録は無制限に，全文は約６，�０００論文ま

で無料で利用できます。

Ｑ：���２１を利用するには？

Ａ：学内���に接続された端末から電子図書館オ

ンライン・ジャーナルのページ（http://www.tulips.

tsukuba.ac.jp/online-j/）にアクセスしてくださ

い。本学の購読誌については，誌名のアルファベッ

ト順のリストがありますので，そこからリンクを

たどって利用することができます。非購読誌につ

いては���２１のページ（http://www/sciencedirect.

com/）へのリンクが用意してありますので，そち

らにアクセスしてください。（図１）

Ｑ：利用方法を教えてください。

Ａ：トップページにアクセスしたら，��������	
�

�����をクリックしてください。

図１　SD-２１のトップページ
１．誌名からのブラウシング

　��������をクリックすると���２１に収録されてい

る全ての雑誌が主題別に表示されます。出版社別や

誌名のアルファベット順に表示することもできま

す。購読誌には緑のアイコン，非購読誌には白いア

イコンがついています。誌名，巻号一覧，各号目次

の順にリンクをたどってください。（図２）

　表示形式には以下の３種類があります。

�������：全文（����形式）

��������	��
���
�	：全文（���形式＊）

���������	�
：抄録，アウトライン，論文中の図表

の縮小されたイメージ，参考文献のリストなど。

＊表示には，��������	
��
�というソフトが必要

です。（http://www.adobe.co.jp/）から無料でダ

ウンロードできます。

図２　目次

http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/online-j/
http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/online-j/
http://www.sciencedirect.com/
http://www.sciencedirect.com/
http://www.adobe.co.jp/
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２．検索機能の利用

　������をクリックすると，���２１に収録されて

いるすべてのジャーナルと書誌抄録データベース

の検索ができます。検索には�����と��������の

２つの種類があります。�����モードでは検索項目

をメニューから選ぶことにより，初心者でも簡単

に検索を行うことができます。

　図３では，論文名，抄録，全文に「��������」

「��������	
」「�����（前方一致）」「���������（前方

一致）」という語を含む１９９５年以降出版された論文

を検索しています。検索語の語尾に「！」をつけ

ると前方一致検索になります。検索のヒントは

��������	
�をクリックして参照してください。

　検索した結果９件の論文がみつかりました。検

索結果一覧（図４）で，必要な論文をお好みの形

式で表示させてください。

図３　Basic モードでの検索
３．印刷・ダウンロード

　ブラウジングや検索で見つけた論文はプリンタ

で印刷することもできますし，フロッピーディス

クなどにダウンロードすることもできます。検索

結果または目次の画面で��������	��
���
�	をク

リックしてください。���ファイル形式でダウン

ロードすることができます。ただし，系統的に大

量の論文のダウンロードを行うと出版社から利用

を停止されることもありますので，ご注意くださ

い。

＊お問い合わせ先

初期設定に関する質問：電子情報係（内線２４７０）

検索方法に関する質問：各館レファレンスデスク

図４　検索結果
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　平成１１年５月～７月に寄贈を受けた本学教官の

著書を紹介いたします。

（敬称略，寄贈者五十音順，〔　〕内は配架場所と

配架番号です。）

青島伸治（機能工学系）

　・計装工学入門．培風館，１９９９〔中央�５０１．�２２�

�５６〕

池内輝雄（文芸・言語学系）

　・堀辰雄．角川書店，１９８１（鑑賞日本現代文学

第１８巻）〔中央�９１０．�２６８��８７〕

河合忠彦（社会工学系）

　・複雑適応系リーダーシップ：変革モデルと

　　ケース分析．有斐閣，１９９９〔中央�３３６．�３�

��９３〕

功力靖雄（体育科学系）

　・攻撃のマニュアル．ベースボール・マガジン

社，１９９９（アマチュア野球教本３）�〔体芸�７８３．�７

　　���４８��３〕

斉藤博康（芸術学系）

　・斉藤博康作品集．斉藤博康，１９９７���〔体芸�７２１．�９

　　���２５〕

桜井茂男（心理学系）

　・しっかり学べる発達心理学．福村出版，１９９９

　　〔中央�１４３���４７〕

品川芳宣（社会科学系）

　・重要租税判決の実務研究．大蔵財務協会，１９９９

〔大塚�３４５．�１９���５８〕

田島裕（社会科学系）

　・土地利用の公共性．信山社，１９９９（土地法制

研究１）〔中央，大塚�３３４．��６���１５〕

筑波大学文化批評研究会（文芸・言語学系）

　・植民地主義とアジアの表象．筑波大学文化批

評研究会，１９９９〔中央�９１０．�２６���６６〕

中田英雄（心身障害学系）

　・����������	
���
��������	�：��������	
�����	�
�

　　����������	
��
���������	．���������������	���，

　　１９９９〔中央，体芸，大塚�３７８��４３〕

三ッ井秀樹（芸術学系）

　・美のジャポニスム．文藝春秋，１９９９（文春新

書０３９）〔体芸�７５７．�０２���６４〕

門田安弘（社会工学系）

　・日本のコストマネジメント：日本企業のコス

ト構造をいかに変えるか．同文舘出版，１９９９

〔中央�３３６．�８５���３２〕

箭野育子（医療技術短期大学部）

　・骨・関節・脊椎に疾患をもつ人への看護．中

央法規出版，１９９８（ナーシングレクチャー）

〔医学�４９２．�９３６��５８〕

鷲谷いづみ（生物科学系）

　・生物保全の生態学．共立出版，１９９９（新・生

態学への招待）〔中央�４６８��４４〕

　・よみがえれアサザ咲く水辺：霞ヶ浦からの挑

戦．文一総合出版，１９９９�〔中央�５１９．�８１３��４４〕

�
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功力靖雄

「アマチュア野球教本Ⅲ 

―攻撃のマニュアル―」　　　　

功力靖雄著（ベースボール・マガジン社）

〔体芸図　７８３��７���４８�３〕�

箭野育子

「骨・関節・脊椎に疾患をもつ人への看護」

箭野育子著（中央法規出版）

　　　　　　　　　　　〔医学図　４９２．�９３６��５８〕

����
　この本は“アマチュア野球教本”シリーズ（４

巻完結，未完『試合のマニュアル』）の３巻目にあ

たる。その第１巻は１９９１年（平成３）に『練習の

マニュアル』を，第２巻は１９９７年（平成９）に

『防御のマニュアル』を既に出版している。

　今回，刊行の『攻撃のマニュアル』は，著者の

主張する革新的な野球理論の妥当性を検証するた

め，“指揮官先頭”で自ら本学硬式野球部の監督に

就任して，首都大学リーグで過去２２年間・４３シー

ズンにわたり戦ってきた�各種のノーハウ（秘訣）

を余すところ無く披瀝したものである。

　幸いにも，その戦績はリーグ優勝３回，“大学日

本一”１回（１９８７年秋），首位打者３名，日本代表

選手５名，プロ野球入団４名，（ドラフト１位指名

１名）などと多数の成果を挙げて，“首都の雄・筑

波大野球部”の名を天下に轟かし，文武両道のモ

デル校と呼ばれるまでに育て上げた。

　本書の特徴は，①「攻め」の局面を確率論の立

場から，各攻撃法の可能性と着眼点を究明して，

②機動力の駆使，特にエンドラン戦法や多様なト

リック的盗塁攻撃などの“足攻め”を中心にして，
具体的な運用上の留意点を明らかにすると共に，

③攻撃プレイの評価法でチェック，即ち１１６項目の

観点から瞬時にプレイ結果の良否を採点してい

き，ゲーム中の活躍ぶりを個人毎にそれぞれ攻撃

貢献度の点数として算出する，の３点にある。

　そして各項目の最後には【ポイント】として，

特に強調すべき事柄や指導上の留意点などを追加

して，著者の主張が理解できるように努めた。

　また，現場での実技指導やゲームの采配に役立

ちそうな，長年にわたって蓄積してきた門外不出

の貴重なデータ類も，各種の図や表に纏めて【参

考資料】と名付けて，多彩で豊富な打撃や走塁の

連続写真と合わせ，初めて公開している。

（くぬぎ・やすお　体育科学系教授）
　本書は，主に整形外科領域の患者に焦点をあて

た看護の実践書である。

　整形外科の診療の対象となる疾患は，筋・骨・

関節や靱帯・腱，さらには血管・神経系など，身

体の姿勢保持と運動機能に直接関与するものが多

い。

　運動機能の障害はその人の「生活」に直接影響

する。障害が一時的なものであっても，障害を受
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けたその時から患者は日常生活の不自由を受け入

れていかなければならない。従って，整形外科領

域の患者の看護は，障害による患者の「生活の不

自由」に対する援助が中心となる。これまで「整

形外科看護」というと，多様な疾患や治療につい

ての知識の部分が大半を占め，看護に関しては特

殊な治療に対する診療の援助であり，最も重要な

日常生活援助についてはほとんど書かれていな

かった。

　多様な疾患や治療の特性を理解することが重要

であることはいうまでもないが，看護は患者を「生

活する人」として捉えていかなければならない。

本書では，この考えをもとに，運動機能を障害さ

れた人の生活に焦点を当てることを念頭におい
〔全国〕

第４６回国立大学図書館協議会総会

　６月２３日（水）～２４日（木）仙台国際センター

において，東北大学の当番で開催されました。

〔報告事項〕○国立大学図書館協議会賞受賞者選考

委員会報告○国立大学図書館協議会海外派遣者選

考委員会報告○図書館電子化システム特別委員会

報告○国際情報アクセス特別委員会報告○著作権

特別委員会報告○情報資源共用・保存特別委員会

報告○図書館組織・機構特別委員会報告○国立大

学図書館協議会と学術情報センターとの業務連絡

会報告○国公私立大学図書館協力委員会報告○日

本図書館協会関連報告，ほか

〔審議事項〕○理事選出について○監事選出につい

て○平成１０年度決算報告・同監査報告について○

平成１０年度岸本英夫博士記念基金収支決算報告・

同監査報告について○国立民族学博物館・国際日

本文化研究センターの加入について○平成１１年度

事業計画（案）について○平成１１年度予算（案）

について○日米両国のドキュメント・デリバリー

の試行実験について○文部大臣等に対する要望書

について，ほか
た。

　内容としては，急性期から回復期にある対象の

特性や治療の特殊性を理解するための基本と，整

形外科の治療を受ける患者にとって，何が必要で，

どのような視点で援助していけばよいかを示した

つもりである。特に，生活スタイルの変更や再構

築を必要とする患者にとっては，入院中から日常

生活の自立を目標とする看護が不可欠であること

を重視して，できるだけ具体的に援助方法を示し

た。看護を実践する方々が，患者一人一人の生活

を大切に，よりよく生きる手助けをして下さる，

その一助となれば幸いである。

（やの・いくこ　医療技術短期大学部助教授）
〔学内〕

第２１９回附属図書館運営委員会（５月開催）

〔審議事項〕○平成１１年度図書購入計画について，

ほか

〔報告事項〕○蔵書構成専門委員会（第５３回）につ

いて○附属図書館ボランティア委員会（第１２回）

及びボランティアとの懇談会（第９回）について

平成１０年度附属図書館業務統計について○第５５回

関東地区国立大学図書館協議会総会について○安

全管理状況の自己調査結果について，ほか

第２２０回附属図書館運営委員会（６月開催）

〔審議事項〕○平成１０年度版筑波大学年次報告書に

ついて○附属図書館利用細則の見直しについて○

貴重図書の指定について，ほか

〔報告事項〕○教育図書委員会（第２８回）について

○学生用雑誌の見直しについて○附属図書館ボラ

ンティア記念式・講演会について○平成１１年度国

立大学附属図書館事務部課長会議について，ほか
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に配架されています。

　詳しくは，医学図書館メインカウンターまでお

問い合わせください。（内線�����）

医学図書館からのお知らせ
　和雑誌の配列がタイトルのＡＢＣ順からアイウ

エオ順に替わり，利用しやすくなりました。なお

アルファベットのタイトルは，和雑誌の一番後ろ

平成１１年度筑波大学附属図書館開館日カレンダー

土金木水火月日

 ２ １

 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３

１６１５１４１３１２１１１０

２３２２２１２０１９１８１７

３０２９２８２７２６２５２４

３１

１０月
土金木水火月日

 ６ ５ ４ ３ ２ １

１３１２１１１０ ９ ８ ７

２０１９１８１７１６１５１４

２７２６２５２４２３２２２１

３０２９２８

１１月
土金木水火月日

 ４ ３ ２ １

１１１０ ９ ８ ７ ６ ５

１８１７１６１５１４１３１２

２５２４２３２２２１２０１９

����������２６

１２月

土金木水火月日

�

 ８ ７ ６����

１５１４１３１２１１１０ ９

２２２１２０１９１８１７１６

２９２８２７２６２５２４２３

３１３０

１月
土金木水火月日

 ５ ４ ３ ２ １

１２１１１０ ９ ８ ７ ６

１９１８１７１６１５１４１３

２６２５２４２３２２２１２０

２９２８２７

２月
土金木水火月日

 ４ ３ ２ １

��１０ ９ ８ ７ ６ ５

��１７１６１５１４１３��

��２４２３２２２１����

３０２９２８２７��

３月

 無印　　中央・体芸・医学９：００～２２：００  大塚１３：００～２１：１０
　　　　　　　　中央・体芸・医学９：００～２２：００  大塚９：００～１７：００     
 　　　　中央・体芸・大塚９：００～１７：００  医学９：００～２０：００
　　　　 緑 　　中央・体芸・医学１３：００～１８：００  大塚１３：００～１９：５０     
 　　　　中央・体芸・医学１３：００～１８：００  大塚 休館
　　　　　　　　中央・医学１３：００～１８：００  体芸・大塚 休館
　　　　　　　　４館とも休館    
 ※ 臨時休館等の場合は掲示でお知らせします。 
　　　　　　　 　　

http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/
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